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津軽方言の感謝表現メヤグ（迷惑）をめぐって

田　島 優

はじめに

　津軽方言においてメヤグ（迷惑）が感謝表現として使用されていること注1

は、前任校（宮城学院女子大学）において青森県出身の学生のレポートなど

によって知っていた。一度詳しく調査を行いたいと思っていながら、東京に

出てきてしまった。

　昨年（2020）度から国立国語研究所の共同利用型研究において、国語研究

所が保管している、文化庁の事業として昭和52（1977）年度から昭和60

（1985）年度にかけて実施された「各地方言収集緊急調査」の文字化資料に

ついて、調査研究を行っている。「各地方言収集緊急調査」は、各県におい

て県内でことばの違いが認められる4、5地点を調査地点として、その地点

において3年間にわたってことばの年代差や男女差などを確認するために

様々な談話を録音するものであった。そして、その録音テープと文字化資料は

各県の教育委員会から文化庁に提出された。筆者も愛知県西春日井郡師勝町

（現在は北名古屋市）の録音の現場に立ち会い、文字化の補助作業に携わった。

　この「各地方言収集緊急調査」の資料の一部は、『全国方言談話データベ

ース　日本のふるさとことば集成』全20巻（2001～08国書刊行会）とし

て刊行されている。ただし、このシリーズに収められているのは各県1地点

の1談話資料だけである。この事業に関係した者としては、特に場面設定の

資料が活用されていないことを非常に残念に思っていた。
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　現在科学研究費によって感謝表現の発想法の歴史と各地の方言に見られる

感謝表現との関係について研究を行っており、その研究資料としてこの「各

地方言収集緊急調査」による文字化資料の利用を思いついた。筆者の関心の

ある感謝表現は、3年目に実施された場面設定において出現する機会が多

く、全国の調査資料から3年目の資料がある地点注2について国語研究所に

おいて閲覧作業を行っている。

　青森県の文字化資料を見ていた時に、弘前市の資料があり、そこにはメヤ

グが用いられており、メヤグについて多くの用例を見ることができた注3。

そこで、その資料をもとに、弘前市において津軽方言の話者と一緒にそれら

の用例についての確認作業注4を行った。本稿は、その確認作業によって得

られた津軽方言のメヤグの意味用法についての調査結果、並びに津軽方言の

感謝表現について報告するものである。

1　津軽方言のメヤグについての言及

　弘前市立郷土文学館で配布されている「津軽弁講座」の資料注5では、メ

ヤグの共通語は「迷惑」となっている。また、第3節で扱う「各地方言収集

緊急調査」の弘前市の文字化資料でも「メヤグ」の共通語訳はすべて「迷

惑」である。このように、地元の人は「メヤグ」については共通語の「迷

惑」と同じ意味用法と考えているようである。例えば、津軽方言の研究者で

ある鳴海助一氏の『津軽のことば』（第10巻　1961津軽ことば刊行会）に

おいても、

めやぐ　名詞。　めやぐ注6。「ぐ」は普通濁音。

「迷惑・めいわく」の誰り。「ご」をつければ、さすがに「こめいわぐ」

というが、古老などは、どうしても、「こめ一やぐ」とヤラカシたがる。

※めやぐダパテ、オマェダジノ、カグジコ、カシテケヘデァ。
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○ご迷惑だけれども、あんたたちのウラ（裏・お便所のこと）を貸し

　て下さいねエ。

右は庭先きで、家の中へ向かって声をかける場合。（p99）

とあり、ここには依頼要求する場合だけが上がっている。

　しかし、東京（東京都本郷区千駄木町、現在の文京区千駄木）出身で弘前

大学に勤務していた此島正年氏は津軽方言のメヤグに違和感があったようで

ある。此島氏は、r青森県の方言　新版」（1978津軽書房）の「皿　共通語

と比べて意義に差のある語」において、メヤグについても取り挙げ、次のよ

うに言及している。

メワクシル・メヤクシル（迷惑する）はメワクダ・メヤクダと形容動

詞的にも用いられるが、この語などはかなり誤解を起すおそれがあり

うる。共通語のばあいは、他人の心ない行為のために迷惑する意で、

他に対する非難の意が強いが、方言の用法は感謝・謝罪の気持で使わ

れるのである。人から厚意のある贈り物をもらって、「アー、メワクシ

タナ」あるいは「アー、メワクダナ」と言うのは、あまりの御厚意に

迷惑する（どうしてよいかわからない）という気持であり、謝罪のば

あいにもあまりに申しわけなくてどうしてよいか迷惑する意なのであ

る。ところが、これが、東京人などには誤解を与えて、「何だ、せっか

くのこちらの厚意に対して迷惑とは」と不快にさせるという話は十分

にありうることである。語の成立から言えば、方言の用法のほうがむ

しろこの語の本来のものであって、こちらの謝意の迷惑が相手の負担

の意に転じて「迷惑をかける」となり、かけられたほうは「迷惑する」

というような新しい用法を生じたのであろう。方言でも「メワクシタ

ナ・メワクダナ」が少していねいになると、「ゴメワクシタナ・ゴメワ

クダナ」となり、さらに共通語的に「ゴメワクシマシタ・ゴメワクデ
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シタ」とも言われるが、ゴメワクになるとこちらの気持から相手かた

の立場に一歩ふみこんでいるのではなかろうか。（pp．102－－103）

　此島氏はメヤグに感謝と謝罪の用法があり、ともに困惑に基づいていると

解釈している。今回の調査で、メヤグに感謝と謝罪の両用法があることは確

認できた。ただし、メヤグの意味用法をすべて困惑で解釈できるか疑問な点

も出て来た。

　なお、メヤグ（メーワク）が感謝の用法を持つのは津軽方言だけではな

い。広戸惇・矢富熊一郎編『島根県方言辞典』（1963　島根県方言研究会）

によると、島根県においてもメーワクが感謝の意味用法を持っているようで

ある。

め一わくする⑥「サ変」（迷惑する）。有難い。「きんにょはお土産を頂

　戴しましてメーワクしました」出、飯・簸・出・大・仁・能。隠、

　全部。

　同じような意味用法が津軽方言以外にも見られて大変興味深い。島根県に

おけるこのメーワクスルがこれから扱っていく津軽方言のメヤグの意味用法

と共通しているのかどうかについては、今後の課題としたい。

2　津軽方言のメヤグの意味用法

　共通語における「迷惑」の意味は、例えば『新選国語辞典」（第九版

2011小学館）には「わずらわしくていやな思いにあうこと」とある。また

堀口和吉（1996）を参考にして少し詳しく説明すれば、「ある事態に遭遇し

た当人が、それから不利益や負担を蒙って不快に思うことを述べ」ることで

ある。
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　まず、感謝表現と謝罪表現で使用されている点で、津軽方言のメヤグは共

通語の意味用法とは大きく異なっているといえよう。また不快感に関して

も、共通語ではこちら側が不快感を被るのに対して、津軽方言のメヤグの場

合は不快感を相手に与えており、不快感の方向が全く逆である。

　次節（第3節）で弘前市の談話資料におけるメヤグの用例の分析を行う

が、その前に津軽方言のメヤグの意味用法についてその分析結果を先に提示

しておく。

・ 津軽方言のメヤグには感謝と謝罪の用法がある。

・ 感謝は自分（話し手）が相手（聞き手）から厚意を受けた場合に用いられる。

・ 謝罪は自分の行ったことが相手に不快な気分を与えていると感じた場合に

用いられる。

・ 謝罪のメヤグは依頼要求表現としても用いられている。

これらは、感謝や謝罪、また依頼要求における一般的な用法である。ただ

し、メヤグの感謝や謝罪の用法は次のような点で共通語と異なっている。

・ 感謝の用法は、厚意を受けた（受けている）自分の感情の表明であり、そ

こには相手への気遣いは見られない。（ただし、若い世代では気遣いの意

識が見られる。これについては後で述べる）

・ 謝罪の用法は、相手に不快な気分を起こさせたという話し手の感情の表明

である。

・ 感謝・謝罪の両用法ともに、聞き手をあまり意識しない話し手自身の率直

な感情の表明である。

そして、品詞による意味用法の違いは次のようである。

・ 形容動詞形で出現するのは、その場のとっさの感情の表明である。

・ 動詞形で出現するのは、その感情の確認を表明するものである。すなわ

ち、その感情を引き起こした事態は以前に行われていたことである。した

がって、動詞の場合にはタ形が一般的なようである。f島根県方言辞典」
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の例もタ形であったし、注1に挙げた『都道府県別　全国方言辞典」の弘

前の感謝表現もタ形になっている。

・ 相手から不快な行為を受けた場合には、メヤグではなくアリガダメヤグ

（有難迷惑）が用いられる。

・メヤグカケルは話し手によって相手に不快感を起こさせた（起こさせる）

行為自体に言及するものであり、この場合は謝罪表現ではない。また現代

の感謝表現に見られるような、こちらのために相手に負担をかけさせたと

いう使用法もない。

　これらの調査結果は、次節（第3節）で扱う用例について、方言話者と話

し合ったことを参考にし検討・分析したことによって得られたものである。

この結論についての責任はすべて筆者にある。

3　用例の分析

　まずこの文字化資料について説明していく。青森県における「各地方言収

集緊急調査」の事業は昭和53（1978）年度からの3年間であった。場面設

定の談話は3年目の昭和55（1980）年度に行われた。見送りや迎えなど次

の21の場面が設定されている。

①見送り　②迎え　③訪問　④辞去　⑤道での挨拶　⑥祝儀　⑦不祝

儀⑧出産祝⑨病気見舞⑩物を借りる⑪依頼⑫無心⑬指示・

助言⑭道案内⑮陳情⑯談判⑰勧誘⑱願望・許可⑲おわび

⑳買物⑳うわさ話

　全国の調査資料を見ていくと、この中で感謝表現が出てきやすいものは

④・⑤・⑥・⑧・⑨・⑭・⑳である。⑥祝儀と⑧出産祝はお祝いの品を貰っ
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た時の感謝である。④辞去は夕食を御馳走になったお礼であり、⑨病気見舞

は見舞いにわざわざ来てくれたことに対する感謝である。そして、⑭道案内

は道で出会った人に訪問先の道順を教えてもらったお礼であり、⑳買物は商

品（この場合は運動靴）を購入してくれた店側から客へのお礼であったり、

まけてもらった客側のお礼であったりする。なお、⑤道での挨拶では、相手

から家族の健康を尋ねられた場合や、別れ際に行われる「今度遊びに来て下

さい」という挨拶に対して、お礼の表現が用いられている。

　弘前市の資料では、感謝の用法のメヤグは④辞去と⑥祝儀の項に出現して

いる。一方、謝罪の用法のメヤグは⑫無心と⑲おわびに使用されている。

　〈感謝表現〉

　まず⑥の祝儀の項を扱う。ここには、ゴメーヤグという語形によって相手

に負担をかけるという用法も見られる。

A

B

A

コリャーホンノウー　スルスコダケンドモオサメデケヘジャー

（これは　ほんのえ一と　しるしだけれども　おさめて下さいよ）

ウー　ヤ　　スンペーステ　モラテ　ホントン　メヤグダジャー1

（ああ　やあ　心配して　　　もらって本当に　　迷惑だよ。

オクサ　　　エッテ　サットスタ　モンダケンドモ　エッペァ

奥（の部屋）へ　行って、ちょっとした　もんだけれども　いっぱい

ノンデー　ユッタドステ　ケラエネガナー

飲んで　　ゆったりとしてくれないかなあ）

エヤー　ゴメーヤグデスデァ2　ヘバ　　ズギナグ　アノー

（やあ　　御迷惑ですね。　　　　　　じゃ　　辞儀なく　あのう

ゴッツォニ　ナリスジャ

ご馳走に　　なりますよ）
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B　ウー　　ナンモ　ネーケドモ　　ホントネ　　エー　　メーヤグダナー3

　（え一と何も　ないけれどもほんとうにえ一と迷惑だなあ。

　　マー　ユッタドステ　　ケロジャー

　　まあ　ゆったりとして　くれよ）

　この談話には3箇所メヤグが出てくる。いずれも形容動詞としての用法で

ある。このうち、（1）と（3）は感謝表現である。（2）は相手に負担をかけ

るという意味で使用されており、謝罪表現とまではいえないであろう。（1）

は、息子の結婚に対してお祝いをもらったことへのお礼の表現である。（3）

は、わかりにくいが、（1）の「ホントン　メヤグダジャー」と同じく「ホン

トネ　エー　メーヤグダナー」とあり、お祝いをもらったことについて再度

お礼を述べているのである。（1）では突然なことであったため、あまり聞き

手を意識していない断言の表現である「ジャー」が使用されているのに対し

て、（3）では落ちついて詠嘆的な念押しの「ナー注7」が用いられている。

　（2）は、丁寧の意を表す接頭辞ゴ（御）が付いている。いわば、共通語的

であり、相手に面倒をかけることを表現している。共通語では、「ゴメーワ

クデス（ネ）」でも使用するが、「ゴメーワクオ　オカケシマス」のように動

詞「カケル」を伴うのが普通であろう注8。

　方言話者に、感謝表現の場合に相手への気遣いの意識があるのかどうかを

尋ねたところ、相手への気遣いはなく、単なる飾らぬ感謝だということであ

った。

　次は④辞去の項である。ここでは動詞形になっている。

A　ズンブ　　ナガエスタジャ　ウー

　（ずいぶん長居したよ。

　　メーヤグスタジャ4　ワー

迷惑したよ。 吾（は）

ウッテ　ゴッツォーニ　ナッタスー

うんとご馳走に　　なったし

コンダ　　　　エグジヤー

こんど（自宅へ）行くよ）



津軽方言の感謝表現メヤグ（迷惑）をめぐって　59

　ここは御馳走になって家に帰る場面である。（4）は「メーヤグスタジャ」

とある。接待してもらったことに対するお礼の表明である。動詞形になって

いるのは、その感謝の思いの確認を表していると思われる。ここでも断言を

表す「ジャ」が使用されている。

　〈謝罪表現〉

　まず⑫の無心の項から扱う。ここには依頼要求の表現としてもメヤグが使

用されている。

A　ナントガメーヤグダケンドモ5　ゴマンエン　ナントガーカステ

　（何とか　迷惑だけれども　　　五万円（を）　何とか　貸して

　　ケラエネナー

　　くれないかなあ）

B　ウーンンダナー　　ニャ　ワーモセァ　ニャー　マンゴセァ　ヨメ

　（う一んそうだなあ。いや吾もよ　　やあ　孫（が）よ　嫁（を）

　　モラウハンデニャナント　コネンダガラタンダデ　　ネンデ

　　もらうから　　やあなんと　この間から　ただ（ごと）で　なくて、

　　ワモ　ジェンコ　エルスナー

　　吾も　銭（が）　　要るしなあ）

A　ンー　ヤ　　トーガグレァ　タデバヨー　マドマッタ　カネ　ハエル

　（はあやあ十日ぐらい　経っとよう　まとまった金（が）入る

　　ドゴ　アルンダエナー　ナントカ　ソレマンデノ　アエダヨ

　　所（が）あるんだよなあ。何とか　それまでの　間よ、

　　ヤー　ヘトツー　タノムデァ

　　やあ　ひとつ　頼むよ）

B　ヤー　ソエサセァ　メーヤグダナー6　エーデヨー　　コネァンダ

　（やあ　それによ　　迷惑だなあ、　　　　（我が）家でよ　この間
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ナオスタ　ヤネノ　ジェンコモ　マンダハラッテ　ネー　ワゲセァ。

直した　屋根の銭も　　　まだ　払って　　ない　わけよ。

ニャ　ワノ　ミニモ　ナッテケ　ケナガステー

やあ吾の　身にも　なって　　くれよ）

　（5）は依頼要求の表現である。依頼要求の表現には、例えばスミマセンガ

とかモーシワケナイケレドモ、ワルイケドのように、謝罪を表す語が用いら

れる。共通語でもし「迷惑」を用いるなら、ゴメーワクダケドモあるいは

（ゴ）メーワク（オ）カケルケレドモといった表現が用いられる場面である。

このような依頼要求の表現としてのメヤグの使用は、他に⑪依頼の項で、は

しごを借りる際にも「メーヤグダケンドモハスゴコ　カステ　ケラエネベ

ガー（迷惑だけれども、梯子（を）貸してくれないだろうか）」のように用

いられている。津軽方言では、逆接の接続助詞としては、先に挙げた『津軽

のことば』のメヤグの項の例文にあるように、パテ（バッテ）が用いられる

のが普通である。

　（6）の「メーヤグダナー」は、相手にお金を貸せないことの思いを表明し

ているのである。方言話者に、この場合は「困った」（困惑）という意味な

のかと尋ねたところ、メヤグにはそのような意味はなく、ここは謝罪の意だ

との回答であった。相手に不快な気分を与えたと感じているのである。

　次は、⑲おわびの項である。メーヤグの繰り返しと、動詞形が出現して

いる。

A　ソレー　オエノ　アネァ　ドー　テコ　　カラマッタモンダガサ

　（それ　　俺家の嫁は　　どう　手（が）　からまったものか

　　ツルット　スンベッテ　オドスタッツアネー、　　ワレデ

　　つるっと　すべって　落としたというんですよ、割れて
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スマッタツアネ　　　　ソレー　ワー　ソーレデエマ

しまったというんですよ、それ。　吾（は）それで　今

オメンダッサキタンデスネーメーヤグデメーヤグデー7　ンニャ

お前の家へ　来たんですよ。迷惑で、　　迷惑で、　　　　やあ

ホントニ　アナ　アレバハリテァ　カマリステキタンデステセァ

ほんとうに　穴（が）あれば入りたい気分がして来たんですよ）

（申略）

ドーステ　コレ　　カワリコ　カエスタラ　エガベナードモテ

（どうして　これ（の）代り（を）返したら　いいだろうなあと思って

クーネ　ナッテ　クーネ　ナッテ　ンニャ　ホントニ　　ツラノガワ

心配に　なって　心配に　なって　やあ　ほんとうに面の皮（を）

アズグステ　エマー　アンダ　　ドゴサ　キタンデステセァー

厚く　　して今　　あなたの　所へ　来たんですよ

メーヤグステ　スマターネスー　8

迷惑して しまったねえ）

　（7）は「メーヤグデ　メーヤグデー」と繰り返されている。このような繰

り返しは、謝罪の表現に見られる特徴とのことであった。ただし、学生の報

告（後述）によると感謝表現でも使用するようである。これは最近の傾向で

あろうか。ここでは借りていた皿を割ったことに対するおわびではあるが、

同じ語の繰り返しであり、また終助詞が使用されていないことから、あまり

思いのこもっていない挨拶的な表現だといえよう。（8）は動詞形であり、か

つ完了形になっている。この用例は借りていた皿を割ってしまったことに対

する話し手による反省と謝罪の意を表していて、「メーヤグステ　スマタ」

のは、相手方ではなく、あくまでも話し手自身である。ここでは語尾に「ネ

ス」とあり、丁寧な詠嘆的な念押しあるいは同意希求という聞き手への働き

かけが見られる。
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　次は⑯談判の項であるが、共通語と同じく「カケル（カケタ）」が用いら

れている。ここには「アリガダメヤグ」も使用されている。

A　オンメダノ　イヌゴト　ツナエデ

　（お前の家の　犬を　　つないで

B　ウー　ソー　オーキーイ　エヌデ

　（　　そう　大きい　　犬で

　　ストサ　メーヤグ　カゲルヨンタ

オガネバ　　マエネナー

おかないと　だめだなあ）

ネス　　オエノ　イヌダケァ

ないし、俺家の　犬は

9　イヌデネーイァー

　　人に　　迷惑（を）

A　ニャ　オエノ

　（いや　俺家の

　　マンダ　ソレ

　　また　　それが

　　エノ　　　マンゴ

　　（吾）家の　孫（が）

　　ッー　　ナガシテ

　　血（を）流して

　　かけるような

ニワサ　エツモ　クソ

庭に　いつも　糞（を）

　アリガダメヤグデ10

有難迷惑で

　ボラエデヨー　オッケテ

　追われてよう、　転んで

　キタデバナー

　きたではないか）

犬で　ないぜ）

サエルスセァ　ステ

されるしよ、　そして

　エルノサ　サキタ

　いるのに　さっき

　　　ナンズギガラ

　　　　額から

　（9）は「メーヤグ　カゲル」とあり、共通語の「メーワク　カケル」と同

じような表現である。日本放送協会編r全国方言資料』（1966～67　日本放

送出版会）では、東北地方において、祝儀の項に「メーワク　カケタ」の使

用がよく見られる。青森県南津軽郡黒石町（現在　黒石市黒石）、秋田県南

秋田郡富津内村（現在　南秋田郡五城目町富津内）、宮城県宮城郡根白石村

（現在仙台市泉区）の談話に使用されている。例えば、津軽に属していて、

弘前市にも近い南津軽郡黒石町（現在の黒石市）の談話では次のように「メ

ーヤク　カケル」が使用されている。ここでは感謝の表現としては「アリガ

ドゴシ」が用いられている。
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f

m

f

m

m

コレ　ワーズガダドモ　コレ　オイワイノ　オシルシデシハデ

（これは　わずかですが　　これ　お祝いの　　おしるしですから）

イヤヤ　アリガドゴシ　バ　　　ホントニ　ハー　ホントニ

（いや　ありがとうございます　ほんとうに　　ほんとうに

メーヤク　　カケデネシ

ごめいわくを　かけましてね）

ナンモ　ナンモ　ナンモ　マー　マー　イーゴト　シシタネシャ

（いえ　　いえ　　いえ　　まあ　まあ　よかった　ですね）

ンニャ　ホントニ　カネジケァ　サヘテ　（fイガナシ）

（いや　　ほんとに　金使いを　　させて　（fどういたしまして）

ソレ　ホントニ　ナントモ　オモヘンジャ

それ　ほんとに　何とも　　申訳ございません

モーシワケゴヘンジャ　ホントニ

申訳ございません　　ほんとうに）

　最後のところに「モーシワケゴヘンジャ」が出てきたが、「申し訳ない」

関係の表現は祝儀の項では青森県三戸郡五戸町、岩手県九戸郡種市町中野

（現在　九戸郡洋野町中野）の談話に見られ、不祝儀の項では岩手県胆沢郡

佐倉河村（現在　奥州市水沢区佐倉河）がある。このような状況を見ると、

弘前市のメヤグダ（メヤグスル）は東北では特殊なようである。それでは弘

前市ではどのような場面で「メヤグ　カゲル」が使用されているのであろう

か。ここでは犬が人に迷惑をかけることが話題になっている。また、方言話

者から「メヤグ　カケル」の例文として提供されたのは次の文である。

・ うちの子供は人様に「メヤグ」かけるようなワラシ（子供）ではない。

・ 明日は大工が作業するからガタガタ「メヤグ」かける。




























